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令和６年１２月１８日 

報 道 機 関  各位 

令和 6年能登半島地震で被災された方々を対象に、地元のスギ材を活用した「板倉の 

家」の魅力を広めるプロジェクトが始動しました。「板倉の家」は、柱と柱の間に厚板を 

落とし込む構法を採用し、耐震性・防火性・温熱環境に優れた住宅です。地元の豊かな資 

源を活用し、自然と調和した暮らしを実現するこの取り組みでは、被災者の再建支援と地 

域資源の有効活用を目指しています。今回の見学会では、建設中の板倉の家を設計者が解 

説し、再利用された梁や建具の展示もご覧いただけます。また、板倉構法の設計・施工や 

耐震性能、防火性能に関する講習会も実施します。地元資源を活用した安全で快適な住ま 

いづくりの魅力を体感していただける内容となっています。  

つきましては、本件について取材・報道方よろしくお取り計らい願います。 

 

記 

■日時  令和６年１２月２１日（土）  

見学会  ９時００分～１０時３０分 

講習会 １１時３０分～１７時１５分 

■場所  見学会 富山県氷見市阿尾 2043 

  講習会 久目地区交流館（富山県氷見市触坂 501） 

 

【ポイント】 

・地元のスギ材を活用し、耐震性・防火性・温熱環境に優れた住宅「板倉の家」の魅力を 

広め、里山の保全や地元資源の活用を目指す取り組みです。 

・今回見学の対象となる住宅は、令和 6年能登半島地震の被害を受け、復興住宅として能 

越地方で初めて建設される「板倉の家」です。 

 

能越震災復興 ひみ里山スギ板倉の家プロジェクト 

「復興住宅第一号の見学会と板倉構法講習会」の開催について 
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「板倉の家」

「板倉の家」は、地元に豊富にある杉を活用して建てられる、環境にも住む人にも優しい住
宅です。柱と柱の間に厚板を落とし込む独自の構造で壁を作り、床や屋根にも同様に厚板を
落とし込むことで、耐震性・防火性・温熱環境に優れた住まいを実現しています。この方法
により、快適で安全な暮らしを支えるだけでなく、美しい木のぬくもりを感じられる住空間
が広がります。
また、建築本体に無垢の木を使用することで、住まいは再利用可能な資源となり、清浄な室
内環境を維持することができます。化学物質をほとんど使わないため、アレルギーや化学物
質過敏症の方にとっても安心です。さらに、プレカットされた板を使用するため、通常の住
宅よりも短い工期で完成するのも魅力の一つです。
この「板倉の家」の最大の特徴は、地元の材料や設計事務所、職人によって建てられること
です。地元の資源を生かし、地元の人々が中心となって建てることで、地域経済を活性化し、
地域の伝統的な技術や知恵を未来に受け継いでいく取り組みともなっています。「板倉の家」
は、自然と調和しながら、人と地域をつなぐ持続可能な住まいの在り方を示しています。

【板倉の家が完成するまで】

http://www.itakurakyokai.or.jp/posts
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復興住宅第一号の見学会と板倉構法講習会を開催します

柱の間に溝を掘り、そこに板
を落とし込んで壁を作る。

梁同士を組み合わせ、大栓
を打ち込んで固定する。

梁同士の接合は伝統的な継
手仕口。組み立てが早く、
部材の交換も容易。
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